
                                          

 

  

 学校の門で子どもたちを迎えていると、わくわくえほん隊の「読み聞かせ部」の

方々に挨拶をする機会があります。子どもたちは「今日はどんなお話なんだろう」

「今度は自分で読んでみようかな」など、読み聞かせを楽しみにしています。子ど

もたちにとってお話が楽しいだけでなく、「身近な人たちが自分たちのために本を

読んでくれて嬉しい」という気持ちになります。お話の世界に引き込まれることも

あります。読み聞かせや紹介された本を探しに来る子どももいます。  

学校図書館前のショーケースには、季節ごとに、子どもたちが大好きな飾りつけ

がされています。子どもたちだけでなく大人まで図書館に行きたくなってしまう雰

囲気です。わくわくえほん隊の「製作部」の皆さんが、熱心に製作している場面を

見ることがありますが、子どもたちの喜ぶ表情を想像して製作していることが伝わ

ってくるようでした。また、休み時間に立ち寄った子どもたちが、今回のきのこの

模様など、「製作部」のみなさんと一緒に制作することもあります。  

この４月に図書部から発信された「にこにこ図書通信」NO.1によると、学校図書

館1年間の貸出数の合計が、5,765冊から7,392冊に1,627冊も増えたとのことです。

特に高学年の貸出数が飛躍的に増えたそうです。二小の図書ボランティアのみなさ

んの存在の大きさを感じます。ありがとうございます。  

また、「にこにこ図書通信」NO.1によると、昨年度は「文学」（おはなしの本）

が一番多く貸し出しされていたそうです。ちなみに二番目に多かったのは「自然科

学」です。「にこにこ図書通信」では、新着図書をはじめ様々なジャンルの本が紹

介されています。科学分野や図鑑等の本も読みやすいです。写真等も多くて子ども

たちも見ていて楽しいようです。１１月の読書月間に向けての取組も楽しみです。  

本が好きになるしかけがいっぱいの二小で学ぶ子どもたちが、これからも学びを

広げていけるようにしていきます。引き続きよろしくお願いいたします。  
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「本好きになる」しかけがいっぱい！ 


